
  1  
 

Ⅰ 喫煙率の減少（成人） 

 
新潟県のたばこ対策に関する現状と取組 

 
新潟県では、健康にいがた２１（第３次）及び新潟県がん対策推進計画（第３次）に 

おいてたばこ対策について定めており、次の目的（Ⅰ 喫煙率の減少（成人）、Ⅱ 未成年者

の喫煙経験率の減少、Ⅲ 受動喫煙の防止）の達成に向け各種施策に取り組んでいる。 

 
 
 １ 現状  
（１）現在習慣的に喫煙している者の割合 

○ 男性は国・県とも減少傾向にあるが、未だ４人に１人が習慣的な喫煙者である。 

○ 女性の習慣的な喫煙者は 10 人に１人以下程度で国・県ともほぼ横ばいで推移。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：県「県民健康・栄養実態調査」、国「国民健康・栄養調査」） 

資料 No.２ 

※国民健康・栄養調査（R2,R3）は新型コロナウイルス感染症の影響により調査中止 

(％) 
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（２）習慣的に喫煙している者の割合（男女別、年齢階級別） 

○ 男女ともに 50 歳代の喫煙率が最も高い。（男性 32.7％ 女性 13.6％） 

 
 男性 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
   

         
 女性 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

総数　 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳-

H29(n=1,106) 8.2% 10.0% 10.3% 12.3% 11.4% 8.8% 3.6%

H30(n=988) 7.7% 4.8% 8.3% 16.1% 15.4% 4.6% 3.1%

R1 (n=644) 5.0% 2.6% 14.3% 5.9% 11.3% 2.1% 1.8%

R2 (n=988) 8.0% 7.5% 10.7% 14.5% 8.3% 7.2% 2.3%

R3 (n=883) 8.5% 2.8% 12.5% 12.6% 13.6% 8.0% 1.7%  
（出典：県民健康・栄養実態調査） 

(％) 

総数 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳-

H29(n=789) 28.1% 23.2% 34.5% 45.3% 33.6% 24.6% 18.4%

H30(n=758） 28.8% 22.2% 27.5% 43.4% 40.2% 29.4% 17.1%

R1 (n=580） 27.4% 26.7% 35.4% 41.6% 28.0% 34.9% 11.6%

R2 (n=821) 26.9% 22.2% 30.3% 30.1% 41.2% 22.4% 14.7%

R3 (n=743) 25.7% 26.5% 32.1% 30.4% 32.7% 30.8% 13.3%
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（３）習慣的に喫煙している者のたばこ製品の組合せの割合 

○ 年齢が上がるほど、「紙巻きたばこのみ」の割合が高い。 

○ 20 代、30 代の過半数が加熱式たばこを使用しており、若年層を中心に 

加熱式たばこが普及している。 

 

 
 

たばこ製品
総数

(n=263)
20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上

紙巻きたばこのみ 63.1% 40.0% 41.9% 55.4% 65.3% 76.7% 79.3%

加熱式たばこのみ 28.9% 46.7% 48.4% 37.5% 23.6% 18.3% 17.2%

紙巻きたばこ及び加熱式たばこ 7.6% 13.3% 9.7% 5.4% 11.1% 5.0% 3.4%

その他 0.4% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0%  

（出典：県民健康・栄養実態調査） 
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２ 県の取組 
（１）健康づくり県民運動（ヘルスプロモーションプロジェクト）（R1～） 

健康づくり県民運動（ヘルスプロモーションプロジェクト）として、すべての県民

が生き生きと暮らせる「健康立県」の実現を目標とし、「生きがい・幸福度」を軸に、

「食生活」、「運動」、「デンタルケア」、「たばこ」、「早期発見・早期受診」の 5 つのテ

ーマで県民運動を展開。 
ワーキンググループでの意見と「健康立県にいがた」のロゴマーク、スローガンを

軸に、健康意識を高める具体的な行動に向けて、5 つのテーマに対してキャッチフレー

ズを作成した。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テーマ別キャッチフレーズ】 

食生活  からだがよろこぶ、一皿を足そう。 

運動  意識ひとつで、すべてが運動になる。 

デンタルケア  あなたのための、歯のプロを。 

たばこ   たばこのない一服もある。 

早期発見・早期受診    健診・検診で未来の自分を、見つめよう。 

 
 
〇令和４年度の取組 
・にいがた健康経営推進企業事業の拡充 
・がんイベント（新潟日報社主催）での講演 

 ・健康立県にいがた公式 Twitter を活用した情報発信 
 ・県内美容室からの情報発信 
・地域機関による普及啓発の実施 
・Web 広告等を活用した県民運動の周知 等 

                              
 
 
 
 

ロゴマーク スローガン 
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（↑）（→）がん検診の重要性、たばこの健康影響 
等について松本福祉保健部長が講演 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（↓）にいがた健康経営推進企業事業の取組 

（↓）がんイベント（新潟日報社主催）の様子 

（←）働く世代は多くの時間を職場で過ごす人が多い 
ことを踏まえ、企業が自ら従業員やその家族等 
の健康づくりに取り組む「健康経営」を促進さ 
せる「にいがた健康経営推進企業」の登録制度 
を R1 より開始。 

 
（↓）健康経営に取り組む企業は年々増加 

（↓）「喫煙・飲酒」は、「健（検）診」に次いで 
他分野よりも高い割合で取り組まれている。 
そのうち最も取り組まれているのは「喫煙・受 
動喫煙によるリスクの普及啓発」で 83.5%。（R2） 
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（↓）健康立県にいがた公式 Twitter（フォロワー数 5,066 人（R5.1.11 時点））                      

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

（↓）美容室の顧客に対する「健康と美容」をセットにした発信 

（↓）健康立県公式アンバサダーによる発信 
（BSN アナウンサーイケメン四銃士） 

（↓）回答・解説画面 

（↓）クイズ内容（抜粋） 
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（２）禁煙外来情報の提供 

健康にいがた 21 ホームページでの公表状況 
年度（時点） 登録件数 うち保険適用 

H28（H29.3 現在） 124 109 
H29（H30.3 現在） 130 115 
H30（H31.3 現在） 128 113 
R1（R2.3 現在） 132 117 
R2（R2.11 現在） 131 116 
R3（R3.11 現在） 128 113 
R4（R4.12 現在） 113 99 

 
（３）若年女性の喫煙対策 

妊娠・出産・子育てなど、喫煙による影響を受ける機会の多い若年女性の喫煙率を 
抑制するため、喫煙防止及び禁煙支援に関する普及啓発を実施した。 
① 新成人への働きかけ（H27～） 

    

新発田市 魚沼市 糸魚川市 五泉市 湯沢町 津南町 その他

H27 1,100 200 50
H28 400 100
H29

H30 300 90
H31 400 200 90
R2 1,000 380 70
R3 2,000 450 100
R4

年度
成人式でのリーフレット配布実施市町村と配布数

希望25市町村へ配布（計12,290部）

県HPからリーフレットをダウンロードし成人式で配布  

 啓発ポスター 啓発リーフレット ※三ツ折の形で配布 
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② 若年女性向けのコミュニティサイト「にいがた禁煙女子」の開設・運営（H23～R3）  
ア 目的  

    仲間と一緒にコミュニケーションをとりながら禁煙することを目的に、若年女

性が利用する機会の多いインターネット上にサイトを設け、禁煙希望者の禁煙を

支援する。 

 
イ 平成 29 年度実施内容 

    ○コミュニティサイト改修 
（禁煙女子漫画の掲載） 

      王道少女漫画のテイストでシリ  
アスに、かつユーモアを含んだ全   
３話の漫画を掲載。 
正しいアドバイスを含めた禁煙

に関する情報提供を実施。 
 
 
   ウ 令和４年度の取組 

    ○健康立県にいがた公式 Twitter にて 

禁煙女子漫画を発信。 

アンケート機能等により、気軽に 

県民の声を聴くことが可能となった。 

 
 
         
 
 
 

 

 

アンケート機能を活用（→） 
「あなたの”たばこに代わる一服”は何ですか？」 
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Ⅱ 未成年者の喫煙経験率の減少 
 
 
１ 現状 

未成年者で喫煙経験がある者の割合 

H25 H28 R1 H22 H24 H26 H29

小５
1.2%

(518人)
1.2%

(507人)

中２男
13.0%

(888人)
7.1%

(1,568人)
6.5%

(5,426人) 7.10%

中２女
8.7%

(801人)
5.6%

(1,465人)
4.1%

(5,055人) 3.50%

高２男
22.4%

(1,173人)
14.1%

(2,025人)
12.1%

(8,348人) 10.50%

高２女
13.2%

(1,601人)
7.1%

(2,204人)
6.2%

(9,390人) 5.20%

目標

0%

出典：県「新潟県青少年健全育成実態調査」（H25,H28）、「新潟県子どもの生活実態調査」（R1）
　　　国 厚生労働科学研究費補助金「未成年者の喫煙・飲酒状況に関する実態調査研究」(H22,H24）

  　　　 厚生労働科学研究費補助金「未成年者の健康課題および生活習慣に関する実態調査研究」(H26)

　　　　 厚生労働科学研究費補助金「飲酒や喫煙等の実態調査と生活習慣病予防のための減酒の効果的な介入方法の開発に関する研究」（H29）

喫煙経験有の
割合

（　）内は
調査対象者数

3.2%
(506人)

1.0%
(491人)

4.8%
(564人)

2.7%
(510人)

0.9%
(322人)

項目
県 全国（参考）

 
 
２ 県の取組 
（１）禁煙作品コンクール（～R3：禁煙ポスターコンクール） 

① 概要 
  「たばこの煙のない環境づくり」をテーマに、県内の小中高生から禁煙、望まない

受動喫煙の防止に関する作品を募集し、「喫煙と健康影響」についての認識を深めると

ともに、県民への普及啓発を図る。 

 
 ② 令和３年度からの変更点 

・「デジタルアート部門」、「標語部門」新設に伴い「禁煙作品コンクール」に名称変更 
・TeNY「フリップボード SHOW」や健康立県にいがた公式 Twitter により周知 
（学校を介さない方法による周知方法を追加） 

 
③ 令和４年度応募総数 

93 点（最優秀賞 2 点、優秀賞 1 点、佳作 8 点を表彰） 
ポスター部門 デジタルアート部門 標語部門  

合計 
小学生の部 中学生の部 高校生の部 小学生の部 中学生の部 高校生の部 

小・中・ 

高校生の部 

11 11 応募なし 応募なし 71 93 
 
 
 

④ 受賞作品の取扱い 

・最優秀作品で 2023 年のカレンダーを作成し、市町村、学校、医療機関等へ送付 
・受賞作品は R5.1.12（木）～2.13（月）までの期間、県庁 18 階展望ギャラリー 

 にて開催する「令和４年度禁煙作品コンクール受賞作品展」で展示 

 
 

（最優秀賞：【ポスター部門】中学生の部、【標語部門】小・中・高校生の部より各１点、 

優 秀 賞：【ポスター部門】小学生の部より１点、 

佳  作：各部門より計８点、それぞれ選出。） 
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◆審査員講評◆ 
○タバコの直接の害が表現されている作品

が選ばれています。コンクールに応募し

ていただくことが、タバコの害がどれだ

け大きいかを理解する機会になれば幸い

です。 
〇ただ訴えかける内容でなく、考えさせら

れる言葉に新しさを感じた、文字も色彩

も美しく、わかりやすい。将来の家族を

大切に思う作り手の気持ちが伝わる作品

である。 
〇絵画の技術が高いことはもちろんです

が、自分だけなら大丈夫と思っている人

たちに響くメッセージであると思いま

す。家族から喫煙がどう思われているの

か考えてもらえる作品です。 
〇デザイン、色彩にすぐれ、目につきやす

い。家族の表情が細かく描かれていて、

心情が伝わってくる作品。 

 
〈ポスター部門〉 

【最優秀賞】新潟市立鳥屋野中学校２年 小田 杏奈 さん 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【優秀賞】                【佳作】 
新潟市立東山の下小学校４年        新潟市立女池小学校５年 
白川 愛梨 さん                          佐藤 杏 さん 
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【佳作】                【佳作】 

新潟市立上所小学校６年         新潟市立亀田東小学校６年              

   高橋 快 さん             松本 護也 さん 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【佳作】                   【佳作】 

新潟市立亀田中学校１年           新潟市立宮浦中学校２年              

  五十嵐 美悠 さん             白井 文佳 さん 
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◆審査員講評◆ 
○応募作品はいずれも力作で甲乙つけがたいもので

した。タバコが皆の未来に与える影響が感じとれる

作品が選ばれています。 
〇テーマ、創造、親和性の全てにおいて、訴えかける

ものがあった。未来を大切にせねばと、言葉だけで

情景が浮かんでくる作品と思う。かすむ＝タバコの

煙、かすんでく→未来とのかけ合わせもうまい。 
〇タバコの煙によって、明るい未来が見通せない不安

と、実際の煙が周囲の景色や人々の表情をくもらせ

ている様子が伝わってくる作品です。「かすんでく」

という言葉を選んでいるところに驚きました。 
〇こった表現ではなく、子どもたちにも分かりやす

く、リズム感もよい。タバコの煙は大切な人を含め、

将来ある子どもたちに大きな影響があることがよ

く伝わってきて、共感も得られる作品である。 

〈標語部門〉 

【最優秀賞】開志学園高等学校１年 小菅 俊輔 さん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【佳作】           
新潟市立亀田東小学校６年  開志学園高等学校１年    開志学園高等学校３年 

松本 護也 さん            小黒 琉羽夏 さん     髙嶋 優成 さん 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）地域機関における出前講座・情報提供等の実施（実施予定含む） 

実施事業所等 実施保健所 日時 参加者数等 内容 

上越テクノスクール 上越 R4.5 月  掲示によるたばこの害の啓発 

管内の高校、特別支援

学校及び関係機関 

上越 R5.1 月 2,600 部 健康情報誌（ボンボヤージ）の

配布によるたばこの害の啓発 
  

 Ⅲ 受動喫煙の防止 →資料 NO.3-2 参照 


